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１.実施目的

福島の復興及び再生を一層推進するとともに、我が国の科学技術力及び産業競争力の強化に貢

献するため、福島国際研究教育機構（以下「機構」という。）の設置に向けて、 令和４年３月２９

日に「福島国際研究教育機構基本構想」、令和４年８月２６日に「新産 業創出等研究基本計

画」（以下「基本計画」という。）がとりまとめられた。

機構が行う研究開発の中心的課題として、基本計画において「ロボット」「農林水産業」「エネルギー」

「放射線科学・創薬医療、放射線の産業利用」「原子力災害に関する データや知見の集積・発信」

の５分野が設定されており、原子力災害に関するデータや知見の集積・発信については、「原子力災

害時における情報伝達や平時からのリスクコ ミュニケーションの在り方、避難対応の在り方、災害・被ば

く医療、地域コミュニティ の再生等の研究課題について、資料収集、単独又は共同での研究、国内外

に向けた情報 発信及び継続的な人材育成」が示されている。

本事業は、令和５年４月１日に設立される「機構」における研究及び人材育成に資す るため、国

内研究機関や国内大学に加え、海外大学や国際研究機関の関係者の参加の下、国際シンポジウム

開催等を通じて「機構」での知見の集積と令和５年度以降の研究方針と国内外への情報発信に対

する提言をとりまとめることを目的とする。
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２.実施概要

自然科学と社会科学の融合を図り、原子力災害からの環境回復、原子力災害に対する備えとして

の国際貢献、更には風評払拭等にも貢献する研究開発・情報発信等放射性物質の環境動態研究

をテーマとして、被ばく医療科学分野の知見が集積している福島の地を同分野の研究の拠点とするため、

東日本大震災・原子力災害伝承館や、長崎大学等の国内大学・研究機関に加え、シンガポール大

学、フランス原子力防護評価センター(ICRP）といった海外大学・研究機関、OECD/NEA、IAEAと

いった国際機関の関係者の参加の下、原子力災害に関するデータや集積・発信に関する国際シンポ

ジウムを開催した。

■開催日時 2023年3月14日（火）9時30分～17時20分
※2023年3月13日（月）に参加者を対象としたホープツーリズムの開催

■開催場所 Jヴィレッジ アネックス１階 Jヴィレッジホール

■登壇者 国際放射線防護委員会（ICRP)
OECD原子力エネルギー機構（OECD/NEA）
国際原子力機関（IAEA）
シンガポール大学
福島県立医科大学
福島大学
福井大学
東京大学
長崎大学
東日本大震災・原子力災害伝承館

上記、国際機関・組織・大学に所属する研究者

■参加対象 国内外大学研究者、国際機関の研究者及び学生７０名程度

■開催方法 会議場での開催＋オンライン配信
（英語→日本語通訳あり）
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3 .国際シンポジウム ①

原子力災害時における情報伝達や平時からのリスクコミュニケーションの在り方、避難対応の在り方、

災害・被ばく医療、地域コミュニティの再生等の研究課題について、本事業にて実施する国際シンポジ

ウムに向けた検討会の開催する際に留意すべき事項について、行動指針や提言等の策定を目的に、

国際放射線防護委員会(ICRP)、OECD原子力エネルギー開発機構(OECD/NEA)、国際原子力

機関(IAEA)を長崎大学の髙村昇教授が訪問し、有識者と検討会を開催した。

開催にあたり、日程調整、各種旅行手配、委員への旅費、謝金等の支払い・手続き等、開催におけ

る事務局運営を行った。

(1) 国際シンポジウム開催のための調査研究

日付 スケジュール 宿泊

1月4日(水) 
19:15 長崎空港 発 NH0670便
20:50 羽田空港 着

1月5日(木) 

09:55 羽田空港 発 NH0223便
17:30 フランクフルト着
21:30 フランクフルト発 LH1050便
22:45 パリ（シャルルドゴール）空港

パリ泊

1月6日(金) 国際放射線防護委員会 (ICRP) 訪問

Mr. Christopher Clement, Director 他と打合せ
International Commission on Radiologica

OECD原子力開発機構 (OECD/NEA) 訪問

Mr. William D. Magwood, Director-General 他と打合せ
OECD Nuclear Energy Agency

パリ泊

1月7日(土) パリ泊

1月8日(日)
15:35 パリ（シャルルドゴール）発 OS0416便
17:30 ウィーン着 ウィーン泊

1月9日(月)

国際原子力機関 (IAEA) 訪問

Dr. May Abdel Wahab, Director 他と打合せ
Division of Human Health, Department of Nuclear 
Sciences and International Atomic Energy Agency
Vienna International Centre

17:10 ウィーン発 OS0125便
18:40 フランクフルト着
20:45 フランクフルト発 NH0224便

機中泊

1月10日(火) 17:55 羽田空港着
羽田泊

1月11日(水) 
08:30 羽田空港発 NH0661便
10:25 長崎空港着
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3 .国際シンポジウム ②

【検討内容】

1. F-REIにおける「原子力災害に関するデータや知見集積・発信」において今後取り組む研究教育

活動についての説明と、それらの活動に対するそれぞれの国際機関との協力についての協議を行っ

た。

2. F-REIが2023年3月に開催する予定の「原子力災害に関するデータや知見集積・発信」について

のキックオフシンポジウムへの出席、発表について依頼し、その発表内容、プログラム等についての協

議を行った。

3. 2023度以降のF-REIと国際機関との連携、特にインターンを含む若手人材育成についての協議

を行った。

【検討会の成果】

1. 上記の協議の結果、 F-REIにおける「原子力災害に関するデータや知見集積・発信」分野の取り

組みについて、各国際機関の理解を得、今後との協力体制についても合意を得ることができた。

2. F-REIが2023年3月に福島県のJ-ヴィレッジで開催した「原子力災害に関するデータや知見集

積・発信」についてのキックオフシンポジウムに各国際機関の代表者が出席し、これまでの取り組みに

ついて発表を行うことができた。

3. さらに、キックオフシンポジウムでの協議において、F-REIの今後の研究教育活動について、各国際

機関から提言を受け、次年度以降の活動についての指針を固めることができた。

4. F-REIと国際機関との共同研究、さらにはインターン派遣を含めた人事交流について道筋をつける

ことができた。

【国際シンポジウムの調整】

国際シンポジウムの開催にあたり、シンポジウムの議題、進行、招へい者、登壇者等のシンポジウム開

催に必要な事項について、東日本大震災・原子力災害伝承館の髙村館長や東日本大震災・原子

力災害伝承館上級研究員の先生方の助言を踏まえ、経済産業省と協議の上決定した。

また、国際シンポジウムへ登壇する先生が各大学で参加者を募集し、事務局にて集約した。

(1) 国際シンポジウム開催のための調査研究
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3 .国際シンポジウム ③

(2)国際シンポジウム スケジュール

冒頭挨拶
9:30-9:35 経済産業省 宮下参事官

基調講演
9:35- 9:55 福島国際研究機構の概要（復興庁 兼保企画官）
9:55-10:15 原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（東日本大震災・原子力災害伝承館

髙村館長）

第1章 国際機関・海外大学の活動（司会：東日本大震災・原子力災害伝承館高村館長）
※各研究機関で行われている原子力災害に関する研究内容に関する講演
10:30-11:00 国際放射線防護委員会 (ICRP) Dr. Jean-Francois Lecomte)
11:00-11:30 OECD原子力エネルギー開発機構 (OECD/NEA) Dr. Jacqueline Garnier-

Laplace)
11:30-12:00 国際原子力機関 (IAEA) Dr. Uwe Michael Scholz)
12:00-12:30 シンガポール大学 (Dr. Manoor Prakash Hande)

昼食
12:30-13:30 昼食（パシフィックホール / センターハウス3F）

第２章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた大学での取組み（司会：福島
県立医科大学坪倉教授）
13:30-14:00 福島県民健康調査について（福島県立医科大学 神谷副学長）
14:00-14:30 環境放射線分野の取組み（福島大学 難波教授）
14:30-15:00 原子力防災への取組み（福井大学 安田教授）
15:00-15:30 東京電力福島第一原子力発電所事故後の風評被害と流通の課題（東京大学

関谷准教授）
15:30-16:00 「後進地かつ最前線」を記録し発信する：私たちはいかに福島で研究・教育・技術

革新をすべきか（東京大学 開沼准教授）

第3章 パネルディスカッションと研究者からの提言（司会：長崎大学ジャック・ロシャール教授、福島
県立医科大学山下教授）
16:15-17:15 ※学生を交えたパネルディスカッション及び今後のF－REI第5分野研究方針に関する

研究者からの提言
17:15-17:20 閉会の挨拶（復興庁 兼保企画官）



Copyright © TOBU TOP TOURS CO., LTD. All Right Reserved. 7

3 .国際シンポジウム ④

(3) 登壇者リスト

基調講演

登壇時間 国名 氏名 所属 役職 経歴

9:35-9:55 日本 兼保 直樹 復興庁 企画官

9:55-10:15 日本 髙村 昇 教授

東日本東日本大震災・原子力災害伝
承館

長崎大学原爆後障害医療研究所

館長

教授

東日本大震災・原子力災害伝承館館長

原爆後障害医療研究所 国際保健医療福
祉学研究分野教授

第1章 国際機関・海外大学の活動（司会：東日本大震災・原子力災害伝承館高村館長）

登壇時間 国名 氏名 所属 役職 経歴

10:30-11:00 フランス
Dr. Jean-Francois 

Lecomte
国際放射線防護委員会 (ICRP ) Committee 4 

Emeritus Member

Senior Expert in Radiological Protection in 
the Institute for Radiological Protection 
and Nuclear Safety (IRSN) (expertise in 
radiological risk management, radon, NORM, 
contaminated sites, post-accident)

11:00-11:30 フランス Dr. Jacqueline Garnier-
Laplace

OECD原子力エネルギー開発機構
(OECD/NEA)

Deputy Head
Deputy Head, Division of Radiological 
Protection and Human Aspects of Nuclear 
Safety

11:30-12:00 オーストリア Dr. Uwe Michael Scholz 国際原子力機関 (IAEA)
Programme
Implementation 
Officer

Programme Implementation Officer, Division 
of Human Health, Department of Nuclear 
Sciences and Applications, International 
Atomic Energy Agency (IAEA)

12:00-12:30
シンガポー
ル

Dr.  Manoor Prakash 
Hande

シンガポール国立大学
Associate 
Professor 

Associate Professor, Chair, NUSMedicine
Safety Committee;  Assistant Dean, Safety 
and Research Facilities Management (NUS 
Medicine); Member, Committee 1, 
International Commission on Radiological 
Protection;  Co-Chair, Task Group 121 
Effects of Ionising Radiation Exposure in 
Offspring and Next Generations (ICRP).
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3 .国際シンポジウム ⑤

(3)登壇者リスト

第２章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた大学での取組み（司会：福島県
立医科大学坪倉教授）

登壇時間 国名 氏名 所属 役職 経歴

13:30-
14:00 

日本 神谷 研二教授 福島県立医科大学 副学長

福島県立医科大学 副学長、福島県
立医科大学放射線医学県民健康管
理センター長、広島大学 副学長（復
興支援・被ばく医療担当）・特任教授、
広島大学放射線災害医療総合支援セ
ンター長、原子力規制委員会 放射線
審議会会長

14:00-
14:30

日本 難波 謙二教授
福島大学共生システム理工学
類

教授
福島大学 共生システム理工学類教授
福島大学環境放射能研究所所長。

14:30-
15:00

日本 安田 仲宏教授

福井大学 先進部門附属国際
原子力工学研究所附属国際原
子力工学研究所

東日本大震災・原子力災害伝承
館

教授

上級研究員

元独立行政法人放射線医学総合研究
所主任研究員、福井大学附属国際原
子力工学研究所教授。

15:00-
15:30 

日本 関谷 直也准教授

東京大学大学院情報学環総合
防災情報研究センター

東日本大震災・原子力災害伝承
館

准教授

上級研究員

社会心理学者・防災研究者・広報研究
者。
東京大学大学院情報学環総合防災情
報研究センター特任准教授。

15:30-
16:00

日本 開沼 博准教授

東京大学大学院 情報学環

東日本大震災・原子力災害伝承
館

准教授

上級研究員

福島県いわき市出身、立命館大学准
教授を経て東京大学大学院准教授、
専門は社会学。

司会 日本 坪倉 正治教授 福島県立医科大学 教授

医師・医学博士 福島県立医科大学
放射線健康管理学講座主任教授 南
相馬市立総合病院地域医療研究セン
ター長
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3 .国際シンポジウム ⑥

(3)登壇者リスト

第3章 パネルディスカッションと研究者からの提言（司会：長崎大学ジャック・ロシャール教授、
福島県立医科大学山下教授）

登壇時間 国名 氏名 所属 役職 経歴

司会 フランス
ジャック ロシャール

教授
長崎大学原爆後障害医
療研究所

教授

長崎大学原爆後障害医療研究所健康
リスク学分野 教授
元国際放射線防護委員会（ICRP）副委
員長

司会 日本 山下 俊一 副学長 福島県立医科大学 副学長

医師（内分泌・甲状腺）、放射線災害医
療学、福島県立医科大学副学長、量子
科学技術研究開発機構放射線医学研
究所所長、長崎大学名誉教授、元内閣
官房原子力災害専門家メンバー、元
WHO専門科学官。
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3 .国際シンポジウム ⑦

開会挨拶

経済産業省 宮下参事官による冒頭挨拶

皆様、おはようございます。ただいまご紹介いただきました宮下正己でございます。わたくしは経済産業
省で福島復興を担当しております。また、復興庁におきまして、福島国際研究教育機構(F-REI)の立
ち上げに携わっております。
本日は、福島国際研究教育機構(F-REI)のキックオフミーティングにお招きいただきましてありがとうご

ざいます。ご挨拶をさせていただくにあたり、まず、高村先生にお礼を申し上げます。東日本大震災・原
子力災害伝承館の館長を務めていただいております高村館長、本当にありがとうございます。そして
OECE/NEAのジャクリーン・ラプラス先生、ICRP、IAEA、シンガポール大学の各代表の皆様、日本の
研究者の皆様に対しましても心よりお礼を申し上げます。本当にありがとうございます。

ご存じいただいておりますように、福島国際研究教育機構(F-REI)がこの4月に立ち上げとなります。
福島国際研究教育機構(F-REI)は、特にこの福島浜通りの地域においての復興の象徴となるもので
あり、ロボット・エネルギーの分野などでも研究・開発をおこないます。これらの研究・開発は福島国際研
究教育機構(F-REI)から大学その他の組織に委託されることとなるため、その結果がすぐに出るもので
はないと認識しておりますし、その研究開発のための様々な施設を設けるのにも時間を要します。

私は、皆様方の第五分野における研究成果に高い期待を持っておりますし、地域社会に密着して高
い結果を出してくださると確信しております。このシンポジウムはそのための人材育成を福島国際研究教
育機構(F-REI)で取り組むことによって、さまざまな原子力災害に関するデータや知見を集積して発信
していけるようにするというものです。これらの発信は国際的なシンポジウムなどを開催することにより行わ
れます。

東日本大震災・原子力災害は非常に複雑で未曾有の大災害となりましたが、その影響も非常に甚
大かつ広大なもので、一般の地域住民にも放射線被ばくをもたらしました。さらには、ストレスなど避難を
した方々に対する直接の影響、商業・農業そして産業全般の活動など地域社会にも大きな影響があり
ました。

すでに本件事故から12年経ちましたが、私たちは新しい課題も含めて様々な課題に取り組んでいる
最中であります。本件事故をめぐる研究には様々な分野があり、様々な研究が行われております。その
中でも、放射線の健康への影響に関する研究活動は、非常に重要なものとなります。なぜなら、この分
野、発電所周辺の放射線影響・医療のリソースが少ないからです。未だその影響というものは続いており、
その中で放射線の健康への影響に関するデータや知見の集積は重要ですし、その集積を中長期的に
行うということも非常に重要です。また、その結果を日本国内外で活用していくことも重要な課題となりま
す。
データや知見の集積・発信、特に原子力災害についてのデータや知見の発信は、他の政策運営にも

影響を及ぼします。また、科学技術・対外協力の政策にも影響を及ぼします。
国内外の研究機関の皆様におかれましては、共に連携をしていただき、データや知見の集積・発信を

進めていただきたいと考えております。経済産業省もできる限りの支援とお力添えをさせていただく所存で
ございます。

以上をご挨拶の言葉とさせていただきます。ありがとうございました。

(4)実施報告
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3 .国際シンポジウム ⑧

基調講演①
開会のあいさつの後、復興庁の兼保企画官・東日本大震災・原子力災害伝

承館の高村館長による基調講演を皮切りにシンポジウムが開始された。

演題：
Overview of “Fukushima 
Institute for Research, 
Education and Innovation”

■復興庁 兼保直樹企画官

福島国際研究教育機構(F-REI)の概要

F-REIは福島の直面する困難な状況に取り組むためのミッション指向の研究開発を推進し、イノベー

ションエコシステムの中心として機能し、研究者と支援スタッフからなる約50の研究グループで形成され、

後述する多くの領域をその研究対象とする組織である。最先端の研究設備や高い報酬などの競争力

のある研究環境を整備し、世界をリードする研究者を集積することを目指す。

その主要な施設は福島県双葉郡浪江町に置かれ、以下の４つの機能を持つ。
1.研究開発
ⅰ)ロボット、ⅱ)農林水産業、ⅲ)エネルギー、ⅳ)放射線科学・創薬医療、放射線の産業利用、
ⅴ)原子力災害に関するデータや知見の集積・発信
2.産業化
ⅰ) 産学連携を推進し、イノベーションエコシステムを構築、ⅱ) 国内外のステークホルダーの参加を促
進。
3.人材育成
ⅰ)IAEA・OECD/NEAなどの国際機関との連携、ⅱ)最先端の研究を行っている大学と連携した大
学院単位取得プログラム。
4.司令塔
ⅰ) 福島にある既存の研究施設の有効利用を調整する協議会を結成、ⅱ) 福島の既存施設の統
合と予算の集約による研究開発の加速。
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3 .国際シンポジウム ⑨

2022年7月22日、前金沢大学学長である山崎光悦氏が岸田文雄内閣総理大臣により、F-REI

の初代理事長に任命された。

福島国際研究機構における主要な5つの研究開発について

①ロボット工学…廃炉作業支援に利用可能なロボットやドローンの研究・開発を行い、その研究成果を
ロボット工学の様々な分野で活かしていく。
②農林水産業…人手不足・耕作放棄地といった課題に対応する農業技術・農林水産資源の研究・
開発を行う。
③エネルギー…福島をカーボンニュートラルの世界的先進地域にすべく、再生可能エネルギーやカーボン
ニュートラルの技術の研究・開発を行う。
④放射線科学・創薬医療、放射線の産業利用…医療と社会生活をより良くする放射線科学技術の
研究・開発を行う。
⑤原子力災害に関するデータや知見の集積・発信…放射性核種の環境における長期的影響・地域
のコミュニティーに対する原子力災害の社会的および放射線学的影響に関する知見の集積・発信を行
う。今回のシンポジウムのテーマとなる。
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緊急事態への準備とその対応に関するICRPの活動について

・IRSNの紹介

・IRSNと長崎大学・福島県立医科大学共同活動

ICRP紹介

・他の国際機関との関係性

・組織・構成員

・これまでの活動・成果の紹介

・福島県立医科大学・広島大学・長崎大学とICRPの覚書締結

（2017年11月調印）

・福島国際研究教育機構(F-REI)と協働作業の可能性

3 .国際シンポジウム ⑫

第1章 国際機関・海外大学の活動①
伝承館の高村館長の司会により、海外で行われている原子力災害に関する研

究発表が行われた。

演題：
Activities of ICRP for 
Emergency Preparedness and 
Response

■ICRP Dr. Jean-Francois Lecomte
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3 .国際シンポジウム ⑬

第1章 国際機関・海外大学の活動②

■OECD/NEA Dr. Jacqueline Garnier-Laplace

演題：
NEA Activities in preparedness 
to recovery after nuclear 
accidents

原子力災害からの復興に向けたNEAの活動概況

・経済協力開発機構／原子力機関(OECD/NEA)の紹介

・NEAの2023年から6年間の活動計画

・近年の活動成果

・現在進行中の活動

・知識・知見の伝達

・福島国際研究教育機構(F-REI)との協力体制について
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3 .国際シンポジウム ⑭

第1章 国際機関・海外大学の活動③

■IAEA Dr. Michael Scholz

演題：
Past activities and potential 
cooperations

これまでの活動と今後の協力体制について

知識の獲得、保存、普及

・これまでの活動内容

・STSプロジェクトについて

・知識・知見の普及活動について

・メディカルコミュニケーションについて

・環境、農業、食、政策、脳情報処理、感情について

・まとめとして-今後の福島国際研究教育機構(F-REI)との協力体制に

関して
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3 .国際シンポジウム ⑮

第1章 国際機関・海外大学の活動④

■National University of Singapore
Dr. Prakash Hande

演題：
Importance of educational 
Dialogue in public of low dose 
radiation risks and emergency 
preparedness

低線量放射線リスクと緊急事態への備えに関する 市民との教育的対話

の重要性

・身体に対する電離放射線の影響について

・マルチパラメトリックアプローチについて

・Living in Space プロジェクトの紹介

・教育的対話(Radiation and Society コース)について
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3 .国際シンポジウム ⑯

第2章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた
大学での取組み①

福島県立医科大学坪倉正治教授
の司会で国内各大学での取り組みに
ついての発表が行われた。

演題：
福島県民健康調査について

■福島県立医科大学 神谷 研二副学長

■福島県立医科大学
坪倉正治教授

福島健康マネージメント調査の概要

・本件事故での人的被害について

・福島健康マネージメント調査の骨格

・基礎調査の結果

・甲状腺超音波検査について

・本件事故とチェルノブイリ事故との被曝線量の比較

・甲状腺がんについて

・包括的な健康診断について

・メンタルヘルスと生活習慣の調査について

・妊婦および新生児調査について

・福島健康マネージメント調査の成果の発信
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3 .国際シンポジウム ⑰

第2章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた
大学での取組み②

■福島大学 難波 謙二教授

演題：
環境放射線分野の取り組み

福島県における環境活動の研究

・福島大学と環境放射能研究所(IER)の共同活動

・各種調査研究活動について

・IAEAとの共同活動

・地球規模課題対応国際科学技術協力プログラムについて

・環境放射能研究所およびそのほかの研究機関による記録について
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3 .国際シンポジウム ⑱

第2章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた
大学での取組み③

■福井大学 安田 仲宏教授

演題：
原子力防災への取り組み

原子力緊急事態への備えと対応

日本とウクライナに関する活動と役割

・日本とウクライナおける原子力緊急事態への備えと対応

・震災後の放射線防護対応の変遷

・ウクライナの現状を紹介

・侵略後に学んだこと

Ms. Olena Pareniuk：

Institute for Safety Problems of Nuclear Power Plants
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3 .国際シンポジウム ⑲

■東京大学 関谷 直也准教授

演題：
東京電力福島第一原子力発電所事
故から復興に向けた大学での取り組み

東京電力福島第一原子力発電所事故後のリスク認識と社会的心
理的変化に関する全国縦断調査と国際横断調査
放射線災害における風評被害と流通被害

・福島の現状

・国内の風評被害

・国際比較調査

・風評被害についてのまとめ

第2章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた
大学での取組み④
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3 .国際シンポジウム ⑳

■東京大学 開沼 博准教授

演題：
「後進地かつ最前線」を記録し発信す
る：私たちはいかに福島で研究・教
育・技術革新をすべきか

「後進地かつ最前線」いかに福島で研究・教育・技術革新をすべきか

・研究・実践の3つの取り組みの説明

1. 郵送調査

2. 高校生や中学生を対象とした課題研究

3. 対話による研究と実践

・「後進地かつ最前線」を記録し発信するということ

第2章 東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興に向けた
大学での取組み⑤
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3 .国際シンポジウム ㉑

パネルディスカッションと研究者からの提言
長崎大学ジャック・ロシャール教授、福島県立医科大学山下俊一教授の司会

で、登壇者によるパネルディスカッションが行われた。

■山下俊一教授(写真左)とジャック・ ロシャール教授(同右)
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3 .国際シンポジウム ㉔

閉会挨拶

復興庁 兼保企画官による閉会挨拶

本日は様々な提言、そして、よい議論がこのシンポジウムで行えたと考えております。ごご存じ

いただいておりますように、F-REIはまだまだ新しいこれからの組織です。皆様のような専門家から
学ばせていただかなければなりません。今日はほんとうに多くのことを学びましたし、今後も学び続
けていきます。皆様から学びとったことが、われわれの貴重な財産となっていくと思います。改めまし
て、皆様にお集まりいただいたことに感謝いたします。
今回がF-REIの名もとに行われた最初のシンポジウムです。皆様ありがとうございました。お気を

付けてお帰りくださいませ。ありがとうございました。
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４.国際シンポジウム参加者へのホープツーリズムの開催 ①

・実施目的

シンポジウム開催に先立ち、参加予定者を対象に福島浜通りを中心とした東日本大震災・

原子力災害の震災遺構や伝承施設、復興の歩みや新たな産業への取り組みなどを視察する

バスツアーを開催。

(１)実施概要

・視察先

施設名 施設概要

中間貯蔵工事情報センター 除染により発生した土壌等を最終処分するまでの間、安全か
つ集中的に貯蔵するための施設。中間貯蔵工事情報セン
ターでは、中間貯蔵施設の概要、工事の進捗や除染土壌
等の処理の流れを展示や映像等で学ぶことができる。

東日本大震災・
原子力災害伝承館

地震・津波・原発事故・風評被害等の未曾有の複合災害の
記録や教訓、復興のあゆみを国内外に伝え、将来へ引き継
ぐための施設。関内の映像や展示などの豊富な資料から、震
災・原発事故直後から現在までの経過・復興のあゆみの全
体像を学ぶことができる。

東京電力廃炉資料館 原発事故の記憶と記録・反省と教訓、廃炉現場の最新状
況等を発信するために東京電力が運営する資料館。豊富な
展示等から、原発事故当時の状況、事故の教訓や廃炉進
捗状況等について学ぶことができる。

川内村 福島県双葉郡の中西部に位置し、北から南には雄大な阿
武隈高地の山々が連なっている。村の平均標高は約
456kmと高く、その為霜等の影響を受けやすい地勢。葉タバ
コ、畜産高原野菜などの複合経営型農業に適している。

視察先として、東日本大震災・原子力災害のこれまでの経験とデータの蓄積・展示を行って

いる施設を選定した。福島の抱える現在と将来の問題を実感できる施設として中間貯蔵工事

情報センター、東京電力廃炉資料館、東日本大震災以前から災害直後、複合災害としての

側面とその影響や復興への挑戦などの将来の課題を総合的に学べる東日本大震災・原子力

災害伝承館を訪問。また、福島の地元の生活を生で実感するため、川内村を訪れ若者向け

子育て支援住宅や小中学校を視察した後、遠藤雄幸村長によるご講演。
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４.国際シンポジウム参加者へのホープツーリズムの開催 ②

・実施行程

(１)実施概要

Jヴィレッジ発

  (18.2Km 30分)

～

AM12:40

PM1:00

～

PM2:00

PM3:00

  (28.2Km 52分)

時間 行 程

AM9:00

AM9:30

～

AM11:00

～

AM11:15

いわなの郷

川内村 遠藤雄幸村長講演

 (41.9km 47分)

PM4:00

PM5:00

(昼 食)

 (15km 20分)

東京電力廃炉資料館

中間貯蔵工事情報センター

(8.7km 15分)

東日本大震災・原子力災害伝承館

Jヴィレッジ到着
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4.国際シンポジウム参加者へのホープツーリズムの開催 ③

シンポジウム開催の前日3月13日、シンポジウム参加予定者をはじめとした３０名を対象に、

東日本大震災・原子力災害の震災遺構や伝承施設、復興の歩みや新たな産業への取り組

みなどを視察するバスツアーを開催した。

バスツアー開催にあたっては、同時通訳・英文和文双方の資料を用意するなどバスツアーよる

視察効果が高まるよう環境整備を行った。

(2)実施報告

3月13日 9時00分・Jヴィレッジを出発し、ホープツーリズム開始。

視察先に向かう道中は一般社団法人ふくしまリアリの山口氏による
実体験を交えた話を聴いていただいた。
かつて栄えていた町の様子から、現在の状況のギャップを細かにご説明下さり、
被害の甚大さを改めて知ることができた。

①中間貯蔵工事情報センター
中間貯蔵管理センター地域連携・広報課 千葉氏などの職員による案内。
中間貯蔵工事情報センターにて中間貯蔵の仕組みについて説明を受けた
後、バスに乗車し、
受入・分別施設（車窓）
↓
サンライトおおくま付近高台（降車）
↓
水産種苗研究所跡（車窓）を視察した。

中間貯蔵施設では、
参加者からは多くの質問が上がり、ツアーに積極的に参加している様子
が伺えた。

②東日本大震災・原子力災害伝承館
伝承館 高村館長による案内。
オープニングシアターを視聴した後、
参加者は展示物を一つ一つ丹念に閲覧しながら、高村館長の説明に
真剣に耳を傾けていた。

視察後は双葉産業交流センター内のレストラン「エフ」にて、
ふたば丼(請戸産ヒラメの特製海鮮丼)に舌鼓を打った。
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4.国際シンポジウム参加者へのホープツーリズムの開催 ④

③東京電力廃炉資料館

廃炉資料館職員による説明。
2チームに分かれ、シアターを鑑賞。
シアター鑑賞後は施設内の廃炉に関する展示物を閲覧した。

④川内村訪問

廃炉資料館視察後は川内村へ移動。
車窓にて、
田ノ入工業団地
↓
川内村の若者向け子育て支援住宅
↓
川内小中学園を視察した。
車中は、川内村の宮内様より、ご説明をいただいた。
その後、いわなの郷へ移動。
遠藤雄幸村長が講演し、原発事故の発生から現在に至るまで
村の復興状況などを説明した。

↓
17時30分 Ｊヴィレッジ到着。

・総括
参加者は非常に熱心に説明を耳を傾け、質問も多数上がっており、
翌日のシンポジウムに向けての意気込みが感じられた。
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4.国際シンポジウム参加者へのホープツーリズムの開催 ⑤

地元食材を使用したメニュー
①レストランエフ ふたば丼（請戸産ヒラメの海鮮丼）

ホープツーリズムの昼食には地元の請戸漁港で水揚げされたヒラメを使った
「ふたば丼」を提供し風評払拭の一環とした。
参加者からは、「こんなにおいしいのに口にしないのはもったいない」、「風評被

害の払拭をいかに行っていけば良いか」などの会話が交わされた。
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5 .夕食交流会

参加者相互の親睦を深めるとともに、貴重な意見交換の場となった。

シンポジウの前夜、夕食交流会を開催

福島県庁企画調整部長 橘清司様
による挨拶

ジャック・ロシャール教授
（長崎大学）による挨拶

夕食交流会
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6.実施結果(広報記事) ②

国際シンポジウムのチラシ
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7.成果のとりまとめ

福島県浜通りにおいて、原子力災害に関するデータや知見の集積・発信に関する国内研究

機関や国内大学の研究者、海外国際機関（ICRP、OECD/NEA、IAEA、シンガポール大

学）の関係者の参加の下、国際シンポジウムに参加した登壇者は原子力災害発生時より現

在に至るまでのそれぞれ専門分野における知見の集積・蓄積状況を報告し、それぞれの機関

においてのこれまでの情報発信等ついての発表と有意義な議論を行った。

さらに、令和5年4月1日に設立される福島国際研究機構との協働をするにあたり、協働する

分野・役割分担について議論し、福島国際研究機構での知見の集積と令和５年度以降の

研究方針と情報発信に対する提言を以下の通り取りまとめた。

【提言（案）】

International Symposium for Accumulation and Dissemination of 

Data and Knowledge concerning the Nuclear Disaster

A Draft Proposal from a Researcher

1. Issues

① Necessity of comprehensive and systematic research concerning the impacts of 

the nuclear disaster and the evaluation of policy measures

The Great East Japan Earthquake followed by the nuclear disaster was an 

unequaled complex disaster in the world, which exerted tremendous impacts over 

a wide range of areas, including the status and change of pubic disclosure to 

radiation, direct health impacts and secondary health damage (diseases due to 

stress, and so on) to the refugees, fragmentation of local communities in the 

evacuation of habitants affected by the nuclear disaster, the impacts on the 

commerce, industries and agricultural production activities, their 

interrelatedness, and the impacts by policy measures such as evacuation 

instructions. Besides, at present, after 12 years from the Earthquake, the impacts 

are lasting and new issues are emerging.

② Necessity to continue the accumulation and research of the long- and medium-

term data relating to dose exposure and health impacts in the nuclear disaster area 

Among the individual research areas over the Fukushima Nuclear Accident, 

health impacts by radiation are recognized as valuable reference cases / research 

resources for the domestic and overseas regions with nuclear stations and for the 

radiation-related medical area, because there have been only a small number of 

cases in the world. In the situation where the evacuation still continues and the 

impacts are lasting, it is crucially important to accumulate these related data, to 

gather and study the medium- and long-term data and to promote the utilization 

of the results in Japan and globally.

③ Taking this opportunity of sharing the accumulation and results of research in 

different areas with major domestic and international research institutions and 

universities that conduct research on nuclear disasters, I appeal for the needs 

that the organizations should collaborate to comprehensively compile the data 

and knowledge, and to conduct the medium- and long-term verification and 

research.
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7.成果のとりまとめ

２．Themes in future accumulation, dissemination and research of the data and 

knowledge concerning the nuclear disaster prevention in the Fukushima Institute 

for Research, Education and Innovation

① Research for the comprehensive and systematic evaluation of the impacts by the 

nuclear disaster and for establishment of the system of policy

By systematically compiling the impacts at the time of the occurrence of the 

accident, and those after one year, 10 years and 20 years from it in a document 

such as a white paper, and by comprehensively organizing the accumulated data 

and the research through follow-up studies, it becomes possible to offer policy-

making resources to the relevant authorities in order to establish more precise 

emergency and recovery reduce plans in case of severe disaster like that of 

Fukushima.

② Data accumulation and study in the nuclear disaster medical science 

By continuously accumulating the data concerning the health impacts by 

radiation based on the nuclear disaster, evaluating the impacts and compiling the 

research, it becomes possible to utilize them in developing more precise recovery 

reduce plans for manual’s nuclear accident.

③Development of researchers and practicing personnel with advanced research 

ability for international organizations

By developing the research environment and the talent development environment 

at Fukushima, which is the affected area, as a frontier research base, further 

deepening of research and the medium- and long-term development of 

researchers should be conducted. The establishment of syllabus plan aiming at 

collaboration with domestic universities and the implementation of personnel 

exchange initiatives with international organizations will lead to establish an 

environment for continuous development of advanced human resources.

Together with the collaboration of domestic and international universities and 

research institution, as well as the accumulation and research of data and 

dissemination of information, it is important to organize a triennial symposium to 

verify the results of research.


